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1　検討の背景

第18回構造ＷＧ（2008.8.8）における当社説明　（コメント回答）
コンクリートおよび鉄筋の実強度を反映した地震応答解析を実施し，部材のＭ-φスケルトン
上に最大応答値を示した。
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2　検討の目的

目的

曲げひび割れ発生の可能性について，点検と地震応答解析の両面からさ
らに詳細に検討する。

目的

曲げひび割れ発生の可能性について，点検と地震応答解析の両面からさ
らに詳細に検討する。

点検結果：
目視点検の結果，非常用取水路で
は曲げひび割れと考えられる損傷
が認められない。

課題

解析結果：
最大応答値Mdは，ひび割れ発生曲
げモーメントMcrを上回る。

仮説

①コンクリート躯体には，塗装表面上の目視点検では確認できな
いような微細な曲げひび割れが発生しているのではないか？

②地震応答解析における保守的な条件設定の結果，応答値が
過大評価されているのではないか？
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3　検討の方法

曲げひび割れ発生の可能性に

ついて，点検と地震応答解析

の両面から，さらに詳細に検討

する。

曲げひび割れ発生の可能性に

ついて，点検と地震応答解析

の両面から，さらに詳細に検討

する。

点検

塗膜を除去して，詳細なひび割
れ調査を実施

点検

塗膜を除去して，詳細なひび割
れ調査を実施

目的

検討の方法

地震応答解析

周辺設備等による地盤変位抑制
効果を見込んだ解析を実施する
とともに，ひび割れ幅を評価

地震応答解析

周辺設備等による地盤変位抑制
効果を見込んだ解析を実施する
とともに，ひび割れ幅を評価
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4　詳細点検　4.1　詳細点検の範囲

詳細点検範囲
（隔壁下ハンチ全斜長及びその直上の高さ１ｍ区間）
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4.2　詳細点検の要領

塗膜のケレン塗膜のケレン 揮発性溶剤噴霧揮発性溶剤噴霧 目視観察目視観察

防汚塗装の塗膜（表層：シ
リコン系，下地：エポキシ
系）をディスクサンダーを
用いて除去

ひび割れを見やすくする
ために，アセトンをスプレ
ー噴霧　（揮発速度の違
いを利用）

拡大鏡を利用して，ひび
割れの有無，連続性を詳
細に目視観察
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：点検範囲

No.1 No.2 No.3

No.4 No.5 No.6

北隔壁

南隔壁

底　版

←スクリーン室

4.3　詳細点検の結果

詳細点検の実施範囲において，連続性のある水平方向のひび割れは認められなかった。

No.1 No.2 No.3

No.4 No.5 No.6

No.4
No.5

No.6

南隔壁における作業状況

タービン
建屋→
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5　詳細解析　　5.1　詳細解析の手順

解析条件の変更解析条件の変更
コンクリート・鉄筋の実強度反映（前回ＷＧ報告）に
加えて，近接設備による地盤変位抑制効果を反映

・点検立坑，ボール捕集器ピット，放水路

・セメント改良土

部材非線形モデルによる

応答値算出

部材非線形モデルによる

応答値算出

材料非線形モデルによる

ひび割れ評価

材料非線形モデルによる

ひび割れ評価

部材非線形解析　地盤－構造物連成モデル

材料非線形解析　構造物単体モデル

→→→→→→→→→→→→ 部材非線形
解析により
得られる総
水平荷重を
頂版に載荷

埋戻土層

洪積粘性土層(Ⅰ)
洪積粘性土層(Ⅱ)

セメント改良土

近接設備

点検
立坑

ボール
捕集器
ピット

放水路

取水路
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5.2　詳細解析の範囲

セメント改良土

点検立坑

ボール捕集器ピット

放水路 スクリーン室

一

部
般

34.67m

取水路一般部の奥行き約３５ｍ区間に存在する近接設備の剛性を反映して２次元モデルを作成
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5.3　詳細解析の方法　(1) 部材非線形解析における近接設備のモデル化

L=34.67m
(全奥行き )

立坑部の剛性として

考慮した面内壁

(壁厚T1=1.0～0.4m)

5.0m

ボール捕集器ピットの剛性

として考慮した面内壁

(壁厚の合計 T2=4.54m)

放水路の剛性として

考慮した面内壁

(壁厚T3=0.9m)

 

鉛直部の範囲に面内壁の剛性を付加．

剛性Ｇ1は，下式で算定． 
G1=Gc×ΣT1／L 

ボール捕集器の範囲に面内壁の剛

性を付加．剛性Ｇ2は，下式で算定．
G2=Gc×ΣT2／L 

放水路の範囲に面内壁の剛性を付

加．剛性Ｇ3は，下式で算定． 
G3=Gc×ΣT3／L 

近接構造物を表す要素は， 
地盤要素と同一節点で構成． 
（要素の張り合わせ） 

近接構造物のモデル化 

（要素の貼り合わせ）

構造物要素

地盤要素

立坑

セメント改良土

剛性は洪積砂層相当と仮定
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5.3　詳細解析の方法　(2) 部材非線形モデルによる最大応答値

Ｍ－φスケルトン
と最大応答値

（隔壁）
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考慮する（洪積砂層相当）
周辺のセメ
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近接設備の剛性を反映近接構造物解析
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5.3　詳細解析の方法　(3) 材料非線形解析における地震時荷重の設定

部材非線形解析　地盤－構造物連成モデル

→→→→→→→→→→

部材非線形解析による
総水平荷重を頂版に載荷

材料非線形解析　構造物単体モデル

頂底版間相対変位最大時
の断面力分布

曲げモーメント

せん断力

鉛直部材のせん断力の総和
＝構造物に作用する総水平荷重



12目的外使用禁止　東京電力株式会社

5.4　詳細解析の結果　(1)最大ひび割れ幅

最大荷重時には，隔壁上下端に0.2ｍｍ程度の曲げひび割れが発生する。
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5.4　詳細解析の結果　(2)残留ひび割れ幅
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5.4　詳細解析の結果　(3)隔壁下端部ＲＣ要素の応力－ひずみ関係
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6　まとめ

[点検の結果]

　曲げひび割れは認められない。

[地震応答解析の結果]

最大曲げモーメントMdはひび割れ発生曲げモーメントMcrを上回って
おり，局所的に幅0.2mm程度（瞬間最大幅）の曲げひび割れが発生し
た可能性がある。

最大曲げモーメントMｄは降伏曲げモーメントMyを下回っており，残留
曲げひび割れが認められる程度には至っていないと考えられる。

地震に伴うせん断荷重が除荷された後には，全断面圧縮状態に戻っ
たことから，曲げひび割れは閉じたと考えられる。


